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ゾウさんのしま
ゾウの アーノルドは いつも ふねのうえ。
うみは アーノルドの おともだち でした。 でも あるひ おおきくて こわーい なみが アーノ
ルドのふねを しずめてしまいました。
よかった。アーノルドには もちまえの シュノーケルが ありました。
それから どれくらい じかんが たったでしょう。 アーノルドは ある しまに ぶつかりまし
た。 ちいさな ちいさな しまです。
アーノルドは とおーい むかしの ふなのりさんの うたを おもいだしました。
ひとりぼっち、 ひとりぼっち。ほんとうの ほんとうに ひとりぼっちさ。 ひろーい ひろー
い うみで ひとりぼっちさ！
よかった。アーノルドには トランペットが ありました。 「それって なんのうた？」と お
さかなさん。
「SOS だよ」 とアーノルド。「たすけて―って いっているんだよ」 でも だれも たすけに 
きてくれません。
アーノルドが もういちど しまを みまわすと アーノルドせんちょうの ぼうしが ぷかぷかと 
ながれされて きました。
ぼうしを かぶってみると すぐに ちへいせんに ちいさな おふねを みつけました。
ネズミさんの ちいさな ボートです。
たすけに きてくれたんだね！
アーノルドは なんとかしようと がんばりました。
さすが ふなのりの ゾウさん。 なわを むすぶのは おてのもの。
しばらくして ふねに のって やってきたのは いぬの おじいちゃん。
アーノルドは そぉーっと あしを のせてみましたが…
うわあ！ また あしで こわして しまいました。
ちょっと たすけてもらって しまを もっと おおきくしはじめました。
つぎのあさ おさかなを つかまえるふねが もくもくと けむりを あげて やってきました。
たいへん！ エンジンが こわれてしまった みたいです。
よかった。みんな なんとか だいじょうぶ。
どんなものでも つかいこなせるのが アーノルド。
ぎんいろに かがやく おつきさまに てらされて みんなで ダンスを おどりました。
よるじゅう ずーっと クジラの うたを うたっていました。
たのしい うたは すぐに ひろまります！
すぐに みんなが ゾウさんの しまを めざしました。
アーノルドは みんなが きてくれて とても うれしい みたいです。 「みーんな はいれるよ」
でも あるひ おそらは くらく かぜは ごうごう うみは ざぶーんと おこりはじめるのでし
た・・・。
みんな アーノルドを みつめます。
もう おうちに かえる じかんかな？
「ううん まだだよ」 とアーノルド。 「もっと いい かんがえが あるんだ」


